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時 第1小時 第2小時 第3小時 第4小時 第5小時 第6小時
学科 教習 学科 教習 学科 教習 学科 教習 学科 教習 学科 教習
第1日 農学 竹内 地理 大境 手工 芝本 算学 高 博物 永井 体操 全
｛ τ 一 一第2日 教育 中谷 算学 局 理化 関本 体操 全 地理 大境 史学 韓
一 一第3日 手工 芝本 文法 歩 外国史 大境 算学 高 博物 永井 体操 全
一 一 一第4日 倫理 谷 博物 永井 体操 全 算学 高 農学 竹内 史学 韓
一 一第5日 教育 中谷 地理 大境 算学 高 算学 高 外国史 大境 理化 関本
一 一 ｝ 一第6日 図画 新納 図画 新納 経学 胡 算学 高 史学 韓 体操 全
一 一
　日本教習の報酬は一定でない。一例として一九〇三（明治三六）年の三江師範学堂の教
習に対する契約をみると，次の通りである『4）
（年限）
3か年
3か年
（月俸）
400　元
300　元
300　元
300　元
（担任）
総　教　習
倫理及教育
物理化学
理財及商業
（学位）
文学士
文学士
理学士
法学士
（氏名）
菊池鎌二郎
菅　　虎雄
松原　俊造
志田　勝民
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250
200
200
250
250
300
300
元
元
元
元
元
元
元
博　物理学士大森千蔵
工　筆工学士杉田稔
図　　　画　　　　　　亘理寛之助
日語及翻訳　　　　　・柳原　又十
日語及翻訳　　　　　　　那部　武二
農　学農学士安藤安
治　学医学士岸廉一
　流石の日本教習も一九〇七年にもなると衰退の色をみせ，契約期間の満了と共に解雇さ
れ始めたと言う野その原因は帰国留学生の増加，西洋の教育勢力の進出，日本教育の不評
判さがその主なものであると実藤恵秀氏は言うが，正しくその通りであろう『6）序でに言う
が，日本教習は一九一二年の辛亥革命で殆んど引上げ，同年民国成立後，若干招かれ，復
職したものもあったが，昔日の比ではなく，判明している範囲では一九一四年に六四名，
一九六七年に二四名であったと言う『η
五
　沖禎介の文明学堂は上記の如く，日本人で始められた学校であり，北京東文学社をモデ
ルにした学校であるが，「田村一三等該当学堂ニアリテ能ク氏が業ヲ輔ク。」と郷土誌（平
戸郷土読本）にあり，「志士沖禎介」という沖の唯一の伝記にその学校の条規が記載してあ
る憤りで，遺憾乍ら詳しくは判らない。その教育実践についてはこれまで紹介した諸学校，
殊に北京東文学社の模様から推察するほか現在までのところ手段がない事をここで断って
置かねばなるまい。沖がこの東文学社の元教習でもあり，中島裁之と衝突して独立したと
は言え，文明学堂は北京東文学社をモデルにしたからでもある。以前，長崎県立図書館な
どで「長崎県史料集」で「文明学堂章程」として「沖禎介が清国北京二独力創設セシ学校
ノ規則書ナリ」とあったのを見て，出来うれば現物でも披見してみたいと百方手を尽した
が，まだその機会に恵まれない事も序でに断っておきたい。現在出ている史料紹介の著書
に見得る限りあたって見，遺族の一人沖廉五郎氏にもたずねたが不明との事であった。条
規の原文は幸い，上記伝記にあり，紹介された事もないようなので筆者の拙い意訳で次に
掲げてみたい。原文は漢文であるが，そのまま書流しに文にしても意の通じ難い所があり，
どうしても註釈が必要となるし，意味がとれれぼいいと思って，出来るだけ原文に忠実に
沿い乍ら意訳してみた。なお，原文の訓読については筆者のそれを本学・教養部中田喜勝
教授に見て戴き，訂正もして戴いた事を断って置く。その上での意訳であり，これらすべて
筆者の責任にかかる事も断って置きたい。
　文明学校条規
　第一条　為学致用
　謹んで篤学の君子及びすぐれた有志の士に告げる。一体，人にとっては学問は用を達す
るためのものである。学問の土台があって，それを実際に充分に用いうる人こそ才能のあ
る人と言える。そう言う学と才とで君に仕え，民を治めれば，国は強くなろう。経世済民
とは富国強兵の事である。昔，聖人は教を設けて人に心を正す事を教えたが，身を修め，
家を治め，国を治めるのが世を平和にする要道である。凡そ国家の強弱は教育の興廃に関
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している。この故に中国古代の夏・股・周の三代，学を興して天下治まり，秦の始皇帝が
儒を廃してより天下乱れるに至った。故にいわゆる天下の安危は教育の興廃に繋がってい
るという事は昔に湖ってもこのようである。歴代の名臣碩儒で先ず学を為して，しかる後，
世を治めることをしない者はなかった。現在，京師大学堂を始め各学堂，地方の学堂が均し
く一度に興り，正に教育が日に月に整備されて行くのを我々はこれから見ようとしている。
これは独り一部人士のためにのみ慶賀すべき事ではないのである。これによって国家は危
険を転じて安全に代える事が出来る。欧米と隆盛を競う事も難しい事ではあるまい。幸は
これだけでっきようか，まだあるのではあるまいか。
　第二条　立学主旨
　この国が才を求めているこの非常の際に，一人で以て多くの技術・技能を授けるのでな
ければ速効を収める事には程遠くなろう。普通学業の概略を以て教えなけれぼ，いい学堂
を作る事は出来まい。本校の主旨は文明を発明することにあり，日本語の理解し易いのか
ら始め，段々浅い所から深い所に至るようにしてある。学術は実用を期し，多識の知能を
開いて更に宏博の知識をもつようにし，忠義を講じて人間の根本を厚くしている。体操に
は衛生を以てし，欧米の言語を学ぶには発音・文法・翻訳をまじえることにしている。知
育・徳育・体育三者を兼ね修めて始めて教育の要義は全きものになるというべきである。
今，日本人教員上野，白井，田村三一を招聰したが，三氏はともに人格高潔で，各々学問・
言語・芸術に通じ，もとより有名な人々で，各教科を担当する事になっている。
　第三条以下は伝記「志士　沖禎介」では署となっている。私の拙い訳ではあるが，それ
によると，これで学校のカリキュラムも大体が判り，教官は田村一三という人以外に上野・
白井という二名の人がいた事が判る（但し姓のみで，どういう人なのかも皆目判らない）。
「平戸郷土読本」などで見ると，沖の中国に赴く迄の学歴では長崎中学校・熊本済々蛍・
第五高等中学校を経て楠本碩水，根本通明の門に入門し，最後に早稲田専門学校の英語経
済科に入学し，中途退学しているので，その教養は儒教に傾斜し乍ら，英語，経済面にも
無関心でなかった事が判るが，これと文明学堂章程との関係は何とも断定し難い。たゴ章
程を一読して感ずるのは富国強兵・欧米に比肩する・実用・忠義等の用語が使用され，カ
リキュラムに体操，衛生学，欧米語学などが出ている所を見ると彼も亦やはり時代の子で
あったとの感が深い。或は親学校たる北京東文学社の影響もあったのであろうか。
　六
　筆者はこれ迄，日本人が中国で経営した学校（沖の文明学堂も含まれる事は言う迄もな
い。），中国に渡った日本人教師（日本人経営の学校で活躍した教師もいるし，中国人の経
営した学校で活動した教師もいるし，沖もその前者の一人であった事も言う迄もない。）の
事に主として言及し，それに関連的，補足的に出版界，教科書出版，在日中国人留学生の
問題等にも触れて来たが，最後にこれらが中国の実際の教育に如何なる反響を呼んだか，
それを考えて結びとしたいと思うが，その前に清末画品，更に五四運動前後の中国教育の
情況に少し触れて置きたいと思う。実を言えば，清末旭志以降の中国教育は本稿の範囲か
ら逸脱するのであるが，そこに少しでも触れぬ事にはこの六の最後のまとめの所が不鮮明
になるし，行文の都合と本稿の論の性格・範囲の点から部分的・暗示的にしかそれには触
れて来ていないので，こ〉で改めて必要な限り清末以降の中国教育の一端に触れる事とし
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たい。
　一九一二年，辛亥革命によって清朝政府が倒れ，中華民国が成立，中国が共和国として発
足した事は周知の通りであるが，中国にそれ迄浸透していた封建的なものがそれで清算・
払拭し切れたかと言うと，必ずしもそのようには事が運ばなかったと言う事も周知の通り
である。辛亥革命が政治革命ではあっても，実質的社会改革も伴わぬそれであったために
政治革命としても不徹底なものに終った事は，一九二五年，衰世凱が自ら皇帝と構して共
和制を裏切っての以後の数年の張勲らによる清朝廃帝の復辟，段平瑞の腐敗政治等々にも
端的にあらわれている。教育も亦，その例に洩れず，停滞を示した。清末より民初にかけ
て，中国教育当局はそれ迄未組織・未計画であった留学生規定を整備し，日本の文部省を
模した学部を教育部と改構し，学堂の名を学校と改めた以外は，これという著しい進展を
見せなかった。前記，朱経農の言う科挙の停止による国民教育の改革も社会的，政治的な
根本的変革と平行する事によって，始めて徹底的になり得る体のものであった。民国初代
の教育部長（日本の文部大臣に当る）に就任した藥元培は孫文の盟友でもあり，欧州留学
の経験も持った言わば新知識で，彼の抱いた教育方針「新教育意見書」は正に民国初期の
教育方針にふさわしい内容を盛ったものであったが，その方針の開花も亦，暫く時期をま
たなけれぼならなかった。票元肥は西洋哲学の教養を身につけた，当時の中国にとっては
なくてはならぬ優れた指導者であり，新文化革命の推進者でもあったが，時に後退を余儀
なくされた事があったのも事実である。
　以上のように混迷と停滞に陥った中国社会に新しい転機を与えたのが一九一九年の五四
運動であった。五四運動とは周知のように，一九一九年，政府の外交失敗に立ちあがった
学生達の帝国主義反対の愛国運動であるが，広汎な民衆の力を結集した民族解放運動とな
るに及んで，中国近代化を推進する原動力となる画期的革命運動となった。一九一五年に
始まる文学革命，文化革命の流れを含んでもいたので，それは文学革命は言うに及ばず，
旧道徳の破壊・思想の解放等を高唱した。そしてその「反帝」，「反封建」の破壊行動はま
たその後の政治上のデモクラシーと民衆生活のためのサイエンスの建設にも道を開いた。
　先の票元培は一九一九年当時，五四運動の発源地となった北京大学の校長となって居り，
見方によれぽ五四運動の言わば仕掛人の一人とも見られるのであるが，同年，その彼がア
メリカのコロンビア大学のジョン・デューイ教授を招聰した事が，以下述べる如く，中国
教育界に大きな転換をもたらす事となった。デューイが中国を訪問する気になったのは察
元培の招聰もさる事乍ら，一つには彼の教え子の有名な胡適や陶知行（陶行知とも言う）
に逢うためであったが，彼の中国各地に於ける講演と指導は中国に多大の波紋を描いた事
は中国教育史上，よく喧伝される所である。いう迄もなく，その背景に五四運動があった
事を我々は見逃す訳に行かぬが，ともかく，か〉る情況下であったればこそデューイの訪
中はいやが上にも効果を高めたと言えよう。筆者は五四運動という火にデューイという油
が注がれたと見てもいいではないかと考えている。
　デューイの影響を一口に言えば，それ迄久しく教育界の主潮となっていた日本模倣をア
メリカ中心に大きく転換させた事にあると言ってよかろう。上記の如く，一九〇五年，科
挙を停止し，学部を成立せしめて以来，五四文化革命を迎えるまで，中国教育界の根本的
性格となっているのは日本追随・日本模倣であった㈹。勿論，一九〇五年以降，日本教習
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も在日中国人留学生も共に並んで衰退し始めた事は再度触れた積りであるが，その意味で
一九〇五年以降，中国の日本追随に影がさした事は事実であるが，それでもその根本的性
格が上記の所にあった事も事実である。
　こういう状態がデューイの訪中によって言わば破られたのである。彼の訪中で，それ迄
の日本一辺倒が米国一辺倒に切り変わったのは上記のように彼の実用主義学説の流布とそ
の背景に五四運動があったからであるが，一つには前述のように日本教習の衰退（辛亥革
命で日本教習は殆んど引上げ，一九一四年六三名，一九一六年には二七名に減っている。
之は前述した。）と西洋人教習の進出があり，またこの頃，日本留学生と米国留学生の言わ
ば選手の交代が行われつつあり，更に中国におけるミッション・スクールが整備されて，
教会勢力下でのアメリカ教育の拡充があった事は看過出来ない㈹。日本留学生と米国留学
生の交代や基督教子学校云々と言うのはここで多少の註釈が必要であろうから，少しく説
明すると次の如くなる。
　何度も繰返した如く，五四運動に至る迄は大体，中国教育界では日本留学出身者がその
指導的地位を占め，学制，文部省官制の模倣等々を始めとして日本追随に終らしめていた
が，デューイ来訪前後，アメリカ留学生の帰国して各界の重要任務に就く者が多く，特に
「コロンビア大学教育学科の罪業生が相次いで帰国し，教育界の指導的地位を日本留学生
と交代していったのである。」㈹
　基督教系の学校の事については紙面の都合もあって詳しく触れられないので簡単に言う
と，中国におけるミッション・スクールの歴史はカソリック側の勢力をプロテスタント側
が圧倒して，勢力を伸張したと跡付ける事が出来よう。そしてラトウレットも言うように，
新教側が学校をひらき，病院を建て，育児，衛生，農業に力を傾注したのに対し，旧教側
は新教側程は学校施設や医療に力を注がず，寧ろ教団の建設に力を入れたため，清末以降
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の中国は新教側により多く密着したと言っていいであろう。以上のような両派それぞれの
布教方法からして，当時，富国強兵の路線で突進んでいた中国政府の要請に答えたのは新
教側であった事は明白であろう。ならば，「キリスト教の中国における教育事情の特質的な
あらわれは，どういう点に求めるとなると，アメリカ勢力の膨張とアメリカによる教育事
業の実権掌握に求める事が出来よう。」（71）アメリカはイギリスに比べると中国の踏み出しに
おいて二十数年も立ち遅れていて，しかもそのようであった。
　以上のような事であるので筆者はデューイ来訪以後，中国は日本一辺倒から米国一辺倒
へ推移したと言ったのであるし，また以上述べた事を更にまとめて言うと，一九一九年の
五四運動，デューイ来訪以後，中国教育界は一大転換を成し遂げたと前に述べた所以でも
ある。予選農のいう科挙停止が中国にとり矛一の転移であるとすれば，これは矛二の転換
であると言ってよかろう。後でも述べ，若干は先でも触れたように，日本側が日本教習に
問題がなくはなく，教習間の連絡統制もなく，日本政府も政治家も共にその問題に冷淡で
あり，例の屈折した軽侮があり……というのに対し，欧米の側が政府，教会の後楯があり
…… ﾆいうのでは土台，太刀打ちの出来よう筈もなかったと言ってよかろう。
　とは言え，これ迄，中国が西洋の教授法をとり入れたことが全くなかったと言う訳では
ない。これ迄に中国は小学校教育においてヘルバルトの五段教授法，幼稚園教育における
フレーベルの教育法の採用があったが，注目すべき事にこれには日本側の影響が与って力
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があったと見るべきであろう（72｝。この点について筆者は前記昭和二三年の拙稿では日本教
育関係書の翻訳出版の余波と日本教習・中国人日本留学出身者の活躍，影響とで以てその
ようになったのではないかと論じておいた。尤も，以上の事と，デューイのそれと，中国
教育界に及ぼした影響度の広さと深さを比較してみると，残念乍ら軍配はアメリカの方に
上げざるを得ないであろう。と言うのはヘルバルト五段教授法，フレーベルの教育法共に
中国「教育界全般に影響を及ぼす性質のものではなかった。」し，アメリカのそれは，種々
の意味の時節柄もあって相当広く，或程度深く影響を及ぼしたと考えられるからである㈹。
　以上筆者は辛亥革命以前と以後の中国に対する日本のか〉わり方を述べて来て，言わば
その反響にも触れて来た積りであるが，尚残された反響もあるようなので，最後にそれを
一瞥したいと思う。
　日露戦争時，少年時代を過した予予，郭沫若，毛沢東等に異口同音に「日本教習時代」
に触れた倒叙伝，自伝があるので先ずそれから紹介しよう。彼等の自伝によると，「日本の
勢力が急速に中国に滲み亘り，日本人顧問が政府各部門，産業，諸種の学校一一一大学に入っ
て来るようになった」，日本留学出身者が巾を利かす時代になったと幼心にも感じ，何種か
の教科は日本人が教え，日露戦争後は「日本の強い理由を求む」といった題目の作文を書
かされた事などに強い印象を受けてはいても個，日本教習などに悪感情を抱いたというよ
うな事は記されていないかのようである。フレッシュな感覚を持ち，好奇心一杯の幼年時
代であっただけに，彼等は日本教習に好意を感じこそすれ，悪意や批判は抱けなかったの
だろうか。
　悪意と言えば，一九〇七年，アメリカで書かれた論文Chinese　don’t　want　Japanese
Teachersがある。実藤恵秀氏によると，これは中国人教育に関する日本への挑戦状と言う
べきもので，中国教育における日米競争下で書かれたものだけに悪意に充ちていて全部を
信じ難いが，それにしても幾つかは日本側の弱点をついているとして，次の文を紹介して
いる。「……吾人が非難の声を禁ず能わざるは日本人が泰西の教師よりも低廉なる給料を以
て之を招労するに容易なりと錐も彼の只だ皮相浅薄なる学識により直ちに自ら以て学者な
りと信ずるの愚に在りて存す。……故に此際支那に在る日本教師を排斥し，他の外人をし
て其地位を得しむるは刻下焦眉の急務なりとす。」と㈹。
　このような批評は然し，当の日本人の間でも聞かれた。青柳早目は「清国留学生の減少」
と言う論文で「露国等は支那に派遣する教師は本国でも必要な人物，日本では寧ろ本国の
持て余しものという傾あり，而して日本の先生は教壇に立てば米国の何々氏曰く，とやる。
之を聞く学生は日本人はただ取次をやる，と考える。……日本人教師の中には品性劣等者も
ある。」と述べている㈹。北京東文学社の様子や，支那浪人や日本人のいわゆる中国人に対
する屈折的軽侮感など考えると，残念な事だが，それも判るような気がすると言わざるを
得ない。更に平川清風は「支那共和史」の中で次のように論じているのである。「第一に人
選を誤った。当時支那に行って支那の学堂に教授した者の中には随分如何わしい者があっ
た。而して一般的に言えば必ずしも支那に忠実でなかった。第二に支那学生に授業した人
の多くは自己の使命について無頓着であった。彼等は支那の為めに図るに先だって先ず自
己の衣食の早めのみに図った。第三にそれらの人々は支那に対して十分野理解を有してい
なかった。従って其教授が単に機械的であり，何等支那人に或物を扶植しようとの念がな
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かった。此等の過誤は直接間接に支那学生の日本学受容に阻害を与えたものだと思う」㈹。
　沖禎介を含め，先に氏名を挙げた，所謂良心的人々が多かった事を同じ日本人として信
じたいが，以上のような人々がいた事も事実として認めぬ訳には行くまい。繰返して言う
が，例の屈折的軽侮感と中国を植民地視，生命線視する一方では，「日本教習には連絡統制
なく，日本政府は冷淡にして援助を与えなかったのみか，日本の政治家の中には清国人教
育に反対のものすらあった」㈹のでは尚更のことであったと思われる。
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